
アタッチメントセミナー監修 工藤 晋平

【対象】 アタッチメント理論に関心のある方（福祉・医療・教育 ・ 
            司法などの現場で働いている方、大学院生、研究者など）

【定員】 通年参加 70名 ／ 一日参加 定員なし

【費用】 通年参加 52,800円（48,000円+税）／年

一日参加 11,000円（10,000円+税）／日

【会場】 オンライン（ZOOMウェビナー）
 （講義終了後の指定された期間（約1か月間）、当日の
録画映像の視聴が可能です） 

受講者
募集中

202６年度

アタッチメントセミナー202６
Attachment Seminar

ONLINE
「ゆりかごから墓場まで」発達する人間の健やかな育ちを支えるアタッチメント。
ジョン・ボウルビーとメアリー・エインズワースによって確立されたアタッチメント理論は、児童福祉

の領域のみならず、人の生きること、そして病むことの支援に関わる人々から、いま大きな注目を向
けられています。
本セミナーはこのアタッチメント理論の研究と実践について、これから研究を始める大学院生や、

今現在支援に関わっている方々に、我が国の第一人者を始めとする人々による系統的な講義と、実
践に則した支援のヒントを提供し、その学習に役立ててもらおうとするものです。

2026年度からは年ごとのテーマを設定し、より広く全般的な見取り図を描くだけではなく、特定
の問題に取り組む時により実践的な手がかりが得られることをめざしています。
始まりとなる2026年度は「行動問題について考える」です。支援や治療の現場に現われる子ども

や大人が呈する行動上の問題はどのように発達し、またどのように理解され、対応されるのか、そう
したことを考えるセミナーになるよう企画をしました。
本セミナーを通して学びが深まることが日々の支援の手がかりとなり、何より支援を受ける子ども、

大人、そして親子の安寧に寄与することを願っています。



お申し込み方法
■ 受付方法 当セミナーのお申込フォーム、またはメールで

①お申込フォーム：下記ウェブサイト上のフォームの項目に沿って、必要事項をご入力の上お申込下さい。
②メール：本文に、お名前（ふりがな）・電話番号・職種（資格）・所属機関をご記入のうえ、下記の事務局
メールまでご送信ください。

■  お申し込み期間

【 通 年 参 加 】 202６年2月２3日（祝）～202７年1月31日（日）

【 1 日 参 加 】 202６年2月２3日（祝）～202７年2月28日（水）
お申し込みが多い場合には先着順とさせていただきます。
また、定員を大幅に下回る際に中止となる場合がございますので、ご了承ください。

■ お手続き
事務局からお振込先などをご案内するメールが届きましたら、期日までに受講料をお振り込みください。
ご入金の確認を持って、受付完了となります。なお、キャンセル・欠席がありましてもご返金出来かねます
のでご了承下さい。

■ 詳細は下記のウェブサイトをご覧下さい

アタッチメントセミナー2026内容とスケジュール

主催 認定NPO法人 チャイルド・リソース・センター
http://attachment-seminar.jp 【ウェブサイト】
attachment-seminar@mbr.nifty.com 【事務局メール】

第1回：2026年４月２５日（土）

【理論 ①】

アタッチメント概説
遠藤利彦氏（東京大学）

 ＃アタッチメント, ＃探索, ＃安全な
 避難所, ＃安心の基地, ＃安心感の輪,
＃基本的信頼, ＃自己と社会性の力

【理論 ②】

乳幼児期の社会情緒的発達
梅村比丘氏（広島大学）

#乳幼児期，#社会情緒的発達，#日本
における特徴，#ストレンジ・シチュエー
ション

第2回：202６年７月1１日（土）

【理論 ③】

児童期の社会情緒的発達
       村上達也氏（立正大学）
#アタッチメント対象, #対人関係の

  広がり, #安定的なアタッチメント, 
#学校適応

【理論 ④】

 青年期の社会情緒的発達
       北島歩美氏（日本女子大学）
 ＃青年期の問題行動, ＃アタッチメント
 と自律・自立, ＃家族療法

＊各回13：30-16：45に開講 (第6回のみ１４：００-17：15)

当セミナー

ウェブサイト

↓

第3回：2026年９月1２日（土）

【査定 ①】

 非組織化とアタッチメント
数井みゆき氏（茨城大学）

  ＃無秩序・無方向（D）型アタッチメント,
＃どうしたらいいのかわからない恐れ,

  ＃怯えさせる・怯えている行動（養育者）,
＃統制型行動（幼児）

【査定 ②】

 質問紙研究による知見
中尾達馬氏（琉球大学）

   ♯アタッチメント不安, ♯アタッチメント
   回避, ♯アタッチメントの無秩序性

第6回：202７年３月1３日（土）

【臨床⑤】 ＊開始時刻14：00

  関係性の問題
 北川恵氏（甲南大学）

   ＃行動上の問題, ＃関係性の問題, 
   ＃親子関係支援, ＃安心感の輪

【臨床⑥】

  自傷行為やその他の自己破壊
的な側面を持つ行動とアタッ
チメント

森田展彰氏（筑波大学）
#非自殺性自傷（nonsuicidal
self-injury）、#リストカット、

#オーバードーズ、#危険な性行動、
#アタッチメント

第5回：2027年１月9日（土）

【臨床③】

逆境的体験とアタッチメント
 御園生直美氏

（白百合女子大学）

♯逆境体験、♯安全基地、♯養育支援

【臨床④】

 非行とアタッチメント
    淺田慎太郎氏

   （NPO法人風の家）
♯行動問題, ♯解決の試み,♯応答
すること

第4回：202６年11月21日（土）

【臨床①】

  発達の多様性とアタッチメント
 神経発達症の「行動問題」の背景を
アタッチメントの視点から理解する

       西田佐希子氏
（沖縄県コザ児童相談所）

    ♯神経発達症（旧発達障害）, 
♯アタッチメント, ♯感覚処理特性

【臨床②】

 行動問題とアタッチメント
工藤晋平氏（名古屋大学）

#非組織化, #解決としての問題, 
#危機的状況
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